
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 もう、一月近くも前になるのですね。10 月 17 日の運動会。走る、踊る、仲間を励ます。子どもたちはそれぞれの全力を発揮し、素晴らしい一日をつくってくれました。あ

の日、閉会式で私が投げかけたのは、「次はどこを目指しますか」という問いでした。運動会で見られたのは、勝敗や記録だけではありません。仲間と力を合わせ、自分で工

夫し、最後までやり抜こうとする姿。その経験を、今度は毎日の授業にも生かしていきたいと考えています。 

 折しも国では、次期学習指導要領に向けた検討が進んでいます。今年 10月に公表された「審議まとめ」では、「主体的・対話的で深い学び」の実装など、これからの教育の

方向性が示されました。さらに、今回の改訂に向けた議論は、学ぶ内容や指導方法の見直しにとどまりません。各教科の授業時数を調整し、学校が子どもたちの実態に応

じて、より柔軟に教育課程を編成できる仕組みも検討されています。何を、どのように学ぶか。そして、限られた時間をどう生かすか。学校の教育の在り方そのものを見つ

め直す、大きな転換点を迎えようとしています。五小でも、引き続き、基礎・基本を大切にしながら、子どもたちが自ら考え、友達と学び合い、学び方を工夫できる授業を目

指していきます。運動会で発揮された全力を、今度は教室の学びへ。これまでの実践を土台に、五小の教育を、さらに磨いてまいります。 

  

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/school/sho.daigo/ 
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- Go forward together! - 
安心して学び、安心して挑戦する一年へ！ 

館林市立第五小学校 

①国では、子どもたちが自ら考え、対話を通して学び

を深めること、一人一人に合った学びを保障するこ

と、学校で無理なく実現できることを大切に、次期学

習指導要領の検討を進めています。この三つの視点

は、これからの授業づくりの大切な柱となります。 

 

②次期学習指導要領は、現在、国で改訂に向けた審議

が進められています。今後、改訂内容の周知や移行期

間を経て、学校段階ごとに順次実施される見通しで

す。図は現時点の想定スケジュールを示したもので、

実施時期や先行的な取組の内容は、今後の検討によっ

て変更される可能性があります。 

 「学習指導要領」。少し難しそうな言葉ですが、全国の子どもたちが一定の水準の

教育を受けられるよう、国が定めた学びの基準です。社会の変化を踏まえ、およそ

10年ごとに見直されています。では、全国共通の基準なら、どの学校も同じ授業

になるのでしょうか。決してそうではありません。なぜなら、教室にいる子どもたち

の疑問や得意なこと、理解に至る道筋は、一人一人異なるからです。学習指導要領

は、子どもを同じ型にはめるためのものではなく、学びを保障するための土台で

す。だからこそ、私たちは「何を教えるか」と同じくらい、「子どもたちにどう届いて

いるか」を大切にしたい。改訂を考える今、まず見つめたいのは、目の前の教室な

のだと改めて･･･そう感じています。 



 

 

 

 

 

 

    

  

運動会、稲刈り、社会科見学、校外学習など、10 月の五小は学びと活気にあふれま

した。今号では、ホームページに掲載した 10月の記事を、写真を大きくして 3ページ

にわたり紹介します。子どもたちの活動の様子を、ぜひご覧ください。日々の最新情報

は、学校ホームページでもお届けしています。 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 


